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平
成
十
八
年
度
か
ら
本
実
施
と
な
っ
た
区
民
会
議
。宮
前
区
で
は
こ
れ
ま
で

に
三
回
会
議
を
開
催
、高
齢
者
福
祉
、子
育
て
、地
域
防
災
の
三
つ
を
審
議
課
題

と
し
て
選
定
し
、議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。特
に
高
齢
者
福
祉
、子
育
て
に
つ

い
て
は
専
門
部
会
を
設
置
し
て
課
題
解
決
策
を
検
討
、昨
年
末
の
第
三
回
区
民

会
議
で
具
体
的
な
解
決
策
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
詳
し
く
は
四
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
近
所
の
公
園
が
最
近
物
騒
だ
、
一
人

課
題
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
解
決

策
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
残
る
ひ
と
つ
、
地
域
防
災
に
つ
い
て

は
第
二
回
会
議
の
中
で
議
論
、
各
委
員

か
ら
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
第
二
回
区
民
会
議
に
お

い
て
、
宮
前
区
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る「
明
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
会
」

が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
今
後
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や
宮
前
区
の
将

全体会

調査審議
区　　 長

課題解決に向けた取組

課　題

課

題

の
　
把
　
握

提案

区選出市議会議員
区選出県議会議員

報告

宮前区区民会議　イメージ図

区　民　会　議

課 題 解 決

組　織

区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
等

課
題
に
応
じ
て

検
討
結
果
報
告

審
議
課
題
の
選
定

優
先
順
位
の
決
定

専
門
部
会
設
置
の
可
否

課
題
解
決
策
の
検
討

審
議
結
果
の
取
り
ま
と
め

出席

区
民
の
自
主
的
な
取
組
に

よ
る
解
決

区
民
と
区
役
所
が
協
働
で

解
決

関
係
局
区
の
調
整
に
よ
り

市
と
し
て
解
決

条
例
・規
則
等
ル
ー
ル
の
整

備
に
よ
り
解
決

国
・
県
な
ど
他
の
行
政
主
体

等
に
よ
り
解
決

高齢者福祉部会(６名)

専門部会

子ども部会(５名）

明日のｺﾐｭﾆﾃｨ部会(10名）

活発な議論が行われました（第3回区民会議）

で
の
子
育
て
は
孤
独
だ
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
に
は
た
く
さ
ん
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
区
民
会
議
は
、
こ
う
し
た

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
発

見
し
、
そ
の
解
決
策
を
話

し
合
っ
て
い
く
重
要
な
会

議
で
す
。

　
宮
前
区
で
は
こ
れ
ま
で

に
三
回
会
議
を
開
催
。
一

回
目
の
会
議
で
、
高
齢
者

福
祉
、
子
育
て
、
地
域
防

災
の
三
つ
の
課
題
を
、
緊

急
性
・
必
要
性
な
ど
の
観

点
か
ら
、
審
議
課
題
と
し

て
選
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
高
齢
者
福

祉
と
子
育
て
に
つ
い
て
は

専
門
部
会
を
設
置
、
こ
れ

ま
で
に
、
検
討
資
料
の
作

成
な
ど
の
ほ
か
、
二
回
か

ら
三
回
の
部
会
が
開
催
さ

れ
、
課
題
の
解
決
策
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月

二
十
二
日
に
開
催
し
た
三

回
目
の
区
民
会
議
で
は
、

来
像
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

企画部会

委員20名①団体推薦 13名
　　　　②公募　　　2名
　　　　③区長推薦　5名

参与　12名



委員長

企画部会
部会長

子ども部会
部会長

高齢者部会
部会長

明日の
コミュニティ
部会部会長

①住所地または活動地

②選出区分（団体推薦の場合の選出母体）

③これまでの市民活動歴など

④区民会議での抱負など

副委員長

副委員長

①平②区長推薦

③東名ＩＣ周辺

のデザインを考

える会会長ほか

④区づくりプラ

ンや都市計画マ

スタープランな

どの議論を踏まえ、区民の意見・要望

を集約し、実現可能な提言をしていき

たい

①土橋②団体推薦（宮

前区地域教育会議）③

川崎市教育改革推進

協議会委員ほか④子

どもたちが宮前区で

育ってよかったと思

えるようなまちづく

りができるようになればいい

①土橋②団体推

薦（宮前区子育

て支援関係者連

絡会）③カンガ

ルー宮前子育て

ねっとわーくメ

ンバーほか④子

育て世代として、なぜ今の子育て

が大変なのか、様々な世代の人と

語り合っていきたい

①有馬②団体推

薦（宮前区安全・

安心まちづくり

推進協議会）③

宮前区青少年指

導員連絡協議会

会長ほか④課題

や議論の中身を区民みんなで共有

し、世代や分野を越え多くの人々の

知恵を集め、解決策を生み出したい

①馬絹②団体推薦（宮

前区民生委員・児童委

員協議会）③宮前警察

少年補導員ほか④区

の課題を今までのよ

うに議論だけに終わ

らせるのではなく、解

決に向けて出来ることから１つ１つ形に

していきたい

①野川②団体推薦（宮

前区社会福祉協議会）

③宮前区保護司会ほ

か④理想のまちづく

りに向け、市民活動団

体と調整を図ること

が区民会議の使命で

はと考えている

①神木本町②団体推薦

（宮前区全町内会・自治

会連合会、向丘地区）③

神木本町自治会顧問④

委員の方たちと区の課

題を整理しながら、区

民と行政の協働により

一つでも多くの課題が解決できるよう

取り組んでいきたい

①有馬②団体推

薦（宮前区まち

づくり協議会）

③みやまえふれ

あいフェスタ実

行委員ほか④地

域にはさまざま

な市民活動団体があり、それらの

活動を結び付け、広げていきたい

①小台②区長推薦

③多摩川源流を訪

ねる会代表ほか④

都市資源のないま

ちであるが、人的

資源が豊富であ

り、そのパワーを

最大限に生かせるようなまちづ

くりを行いたい

①初山②団体推薦（飛

森谷戸の自然を守る

会）③初山自治会副会

長ほか④自分の立場

や経験を通して得た

知識などで宮前区の

問題点を捉え、解決策

を考えていきたい

①宮崎②団体推

薦（宮前区商店街

連合会）③第25回

区民祭運営委員

長④これからの

老人対策として、

孤老の人を出さ

ないような施策を模索していきたい

①宮前平②団

体推薦（宮前区

文化協会）③宮

前区太鼓ミー

ティング実行

委員ほか⑤ 区

民一人ひとり

が、宮前区に住んでいてよかった

と思えるよう、区民会議の場を活

用していきたい

①けやき平②

区長推薦③み

やまえ子育て

フェスタ企画

委員ほか④子

育て世代の生

の声を伝え、

課題解決の橋渡しが出来れば。そ

の他の分野についても考えてい

きたい

①野川②団体

推薦（宮前区

全町内会・自

治会連合会、

宮前地区）③

野川西団地自

治会会長ほか

④地域住民が安全で安心して暮ら

せるまちづくりに少しでも役立て

る事ができれば

①菅生②団体推薦

（宮前区自主防災連

絡協議会）③南菅生

自治会長ほか④会議

を通じ、少しでも住

みやすいまちにして

いくことにお手伝い

できれば

①菅生②区

長推薦③宮

前区まちづ

くり協議会

委員④宮前

区らしい、

過去からの

風土の継承と、夢ある空間づ

くりを目指したい

①野川②団体推

薦（在宅介護支援

ボランティアグ

ループすずの会）

③わたしの町の

すこやか活動「野

川セブン」代表ほ

か④今まで培ってきた活動から、地域

の課題を提示し、解決につなげていき

たい

①菅生②公募③平瀬

川流域まちづくり協

議会事務局長ほか④

区民会議だけで課題

を解決するのは難し

く、市民活動団体と

連携し、区民会議を

支える仕組みづくりや手法の創出が

大事では

①野川②区長推薦

③川崎市男女平等

参画社会会議委員

ほか④安全・安心

で、緑住調和の取

れたまちづくりを

目指したい

３ ２

区民会議への

　
こ
れ
ま
で
、
委
員
の
方
々
と
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、

区
民
会
議
が
実
の
あ
る
議
論
の
場
と

な
る
よ
う
、
区
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

広
く
意
見
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
今
ま
で
の
会
議
の
審
議
内
容
や
、

議
事
運
営
の
方
法
、
ま
た
、
身
近
に

あ
る
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
書
式
は

自
由
で
す
。

　
み
な
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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　審議課題となった高齢者福祉、子育て、

地域防災のそれぞれの課題について、こ

れまでに議論された内容をお知らせしま

す。

あけましておめでとうございます。
　新年を迎え、皆様には、心も新たに様々な決意をさ
れていることと思います。この１年が皆様にとって
実り多い年になりますよう、お祈り申し上げます。
　宮前区では、昨年、「カッパーク鷺沼」やスポーツセ
ンターなど、区民の皆様が気軽に憩える場所が新た
にオープンいたしました。今後、宮前のまちがさらに賑わい、活性化して
いくものと期待しています。
　今年、宮前区は、区制２５周年を迎えます。昨年から、区民の皆様の参加
と協働により、地域の身近な課題解決に向けて、区民会議を実施しており
ますが、地域の様々な課題を解決していくためには、皆様、ひとり一人の
取組が不可欠です。
　区役所としても、新たな節目の年を迎え、あらためて区のまちづくり拠
点としての役割を積極的に担っていきたいと思います。
　今年も皆様と一緒に、元気な宮前区のまちづくりに向けて、取組を進め
ていきたいと思っていますので、ご協力をお願い申し上げます。

　平成１９年１月　　　　　　　　　宮前区長　　大下　勝巳　

１ ４

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

宮
前
区
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
た
う

え
で
、
課
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
ま
し
た
。

　
宮
前
区
で
は
、
現
在
、
高
齢
化
率
は

低
い
も
の
の
、
前
期
高
齢
者
（
六
十
五

歳
〜
七
十
四
歳
）
を
中
心
に
急
速
に
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
伸
び
率
は

市
内
最
高
で
あ
り
、
ま
た
介
護
保
険
の

要
介
護
度
は
要
支
援
や
要
介
護
度
１
と

い
う
軽
度
者
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
「
で
き
る
だ
け
要
支
援
・
要

介
護
に
な
ら
な
い
」
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
生
委
員
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と
、
閉
じ
こ
も
り
や
生

活
機
能
の
低
下
を
防
止
し
、
高
齢
者
の

健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
い
っ
た

課
題
が
あ
り
、
そ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
が
議

論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
解
決
に
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
見
守
っ
て
い

く
か
、
そ
し
て
実
現
可
能
な
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ

れ
が
行
う
の
が
よ
い
の
か
と
い
っ
た
こ

と
も
議
論
が
さ
れ
、
具
体
的
な
解
決
策

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
（
下
表
参
照
）
。

　
ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
実
際
に
一
つ

一
つ
の
解
決
策
を
実
行
し
て
い
く
た
め

に
は
、
人
の
つ
な
が
り
が
大
事
で
、
い

か
に
取
組
を
広
め
て
い
け
る
か
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
も
で
ま

し
た
。

 
子
育
て
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
福
祉

と
同
様
に
、
区
の
現
状
と
課
題
を
把
握

し
た
う
え
で
、
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
宮
前
区
は
、
子
ど
も
の
数
、
特
に
乳

幼
児
の
数
が
市
内
で
最
も
多
く
、
ま
た

専
業
主
婦
の
割
合
も
市
内
で
一
番
高
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

 
そ
の
た
め
、
家
庭
で
子
育
て
し
て
い

る
人
が
多
く
、
困
っ
た
と
き
の
相
談
先

な
ど
、
子
育
て
に
必
要
な
情
報
が
な
か

な
か
行
き
届
か
な
い
、
子
育
て
中
の
人

同
士
が
集
え
る
場
を
確
保
で
き
な
い
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
一
方
で
、
自
主
的

な
サ
ー
ク
ル
の
担
い
手
の
減
少
、
親
の

育
児
力
の
向
上
を
い
か
に
図
る
か
と
い

っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
育
児
に
戸
惑
い
や
不
安
を
抱
く
親
も

多
く
お
り
、
そ
う
し
た
家
庭
に
お
け
る

子
育
て
を
地
域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
課
題

の
解
決
策
を
議
論
し
て
き
た
結
果
、
そ

の
具
体
案
が
ま
と
ま
り
、
三
回
目
の
会

議
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
右
表
参
照
）
。

　
こ
の
ほ
か
、
委
員
か
ら
、
子
育
て
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
区
内
に
あ
る
川

や
森
と
い
っ
た
宮
前
区
ら
し
い
豊
か
な

自
然
と
親
し
む
視
点
も
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
目

の
会
議
で
、
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
と

同
様
に
、
審
議
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
が
、

専
門
部
会
を
設
け
ず
に
区
民
会
議
全
体

会
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
現
状
と
し
て
は
、
地
域
で
の
防
災
に

対
す
る
意
識
が
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
、

市
民
へ
の
情
報
提
供
の
方
法
に
問
題
が

あ
る
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
後
、
行
政
の
組
織

体
制
が
整
う
ま
で
の
初
動
期
に
地
域
が

い
か
に
対
応
で
き
る
か
、
避
難
所
運
営

会
議
な
ど
の
既
存
組
織
が
ど
う
し
た
ら

有
効
に
機
能
で
き
る
か
、
行
政
、
地
域
、

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
す
べ

き
で
は
、
と
い
っ
た
意
見
も
出
ま
し
た
。

・ご近所サークル

　地域で「顔の見える関係」を築く

・地域ぐるみでの散歩

　閉じこもりを防止し、見守り活動につながる

・高齢者の学校給食体験

　高齢者の栄養改善や児童との世代交流を図る

・地域で高齢者を見守る会議の設置

　有効な支援に向けた、関係者による情報交換

・出前講座の実施

　出前講座を実施し、地域のつながりを深める

・健康診断時の子育て情報の収集・発信

・子育て世代が集まる場所で出前講座を実施

　子育てをサポートする人材の発掘・育成を行う

・赤ちゃん広場の拡充

・子育て支援センターなどの開設日等の拡充

・子育てしやすい公園を目指し、公園の維持管

理など、子育て世代の積極的参加

・子育ての情報や課題を共有するため、関係機

関による連携組織を構築


